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情報提供の場です。是非御活用下さい。

http：／月aes・umin・aCjp／

日本内分泌外科学会理事長のご挨拶

第19回日本内分泌外科学会総会を終えて

第20回日本内分泌外科学会総会開催に向けて

平成18年度日本内分泌外科学会賞を受賞して

平成18年度日本内分泌外科学会研究奨励賞を受賞して

第19回日本内分泌外科学会評議員会議事録

［随筆］内分泌外科医とは？

［随筆】小雨の古寺にアジサイを楽しんで

［随筆］結　集
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日本内分泌外科学会理事長のご挨拶

日本内分泌外科学会理事長

（帝京大学医学部外科）

高見　　博

2007年の第19回本総会は名古屋市立大学　腎・泌尿器科学分野教授　郡

健二郎会長の下で，成功裡に終了いたしました。来年の2008年度は記念すべ

き第20回目の開催となります。会長の佐々木巌教授（東北大学外科）も大いに

力を入れられておりますので，宜しくお願い申し上げます。

本学会も外科関連学会協議会　加盟学会となり久しく，泌尿器科と共に外

科系学会の中で，医学・医療のあらゆる分野で重責を背負っていくことにな

ります。日本は世界有数の医療大国ではありますが，求められる医療の質と

は反対に「外科医系医師」を取り巻く状況は苦しくなってきております。たと

えば，外科志望者が減少していることに関しましても，その原因は多種にお

よび，会員の皆様も毎日，マスコミなどを通し，お考えになっていることと

思います。詳細は省かせていただきますが，究極のところ「進化する外科」を

めざしている以上，「外科医療の崩壊」は絶対に避けなくてはなりません。外

科の中で，内分泌外科医は比較的，穏やかな方の集合体ですが，外科系に属

している以上，医療のプロフェッショナリズムに基づき，反省すべき点は反

省し，主張すべき点は主張し，進化した医療を社会と共に共有できるように

努力すべきと考えております。



第19回日本内分泌外科学会総会を終えて

名古屋市立大学腎・泌尿器科学分野教授　郡　健二郎

高見　博理事長（左）とともに．総会に臨む

第19回日本内分泌外科学会総会は，名古屋東急ホテ

ルにおいて2007年5月31日（木），6月1日（金）の2日間，

盛況裡に終えることができました。予想を超える350名

余もの多くの会員の参加を得て，演題は143題に達しま

した。これもひとえにご支援ご協力いただきました日

本内分泌外科学会の会員の皆様のおかげと心より感謝

申し上げます。

今回，私たち泌尿器科学教室が本学会を担当させて

いただくにあたりましては，本学会が学際学会である

特徴を生かすことができればとの思いで企画をいたし

ました。特に，これまで本学会に参加しておられな

かった泌尿器科医に新たに本学会に参画し，盛り上げ

て頂くようお願い致しました。本学会の主体メンバー

である甲状腺と乳腺の領域は，私たちにとりましては

門外漢ですので，各専門領域の先生方のご指導を賜り

ました。それらのこともあり，すべてのセッションで

ホットな討論が行われ，今日の学会を通して泌尿器科

医と内分泌外科医のより強い連携が得られたものと

思っております。

学術集会の内容は，招聴講演では，住友病院院長の

松澤佑次先生に「メタポリックシンドロームと脂肪細

胞」，フランスよりお招きしたガストン先生に「Robotic

SurgeIy：Thefutureofradicalprostatectomybylaparoscopic

approach」というupdateで最近の話題を，専門外の医師

にもわかりやすくご講演いただきました。参加された

多くの先生方から口々に「他領域の話を聞くのは学会中

の清涼剤のようで良かった」「非常にためになった」「わ

かりやすかった」とのお言葉を聞き，この企画の成功を

喜ぶとともに，ご講演いただきましたお二人の先生に

深く感謝申し上げます。

熊本大学の岩瀬弘敬先生には「エストロゲンレセプ

ターの分子機構解析と乳癌内分泌療法」のタイトルで特

別講演いただき，名古屋市立大学乳腺・内分泌外科グ

ループの膨大な基礎データの集積と臨床への応用に敬

服いたしました。シンポジウムは，学際学会としての

特徴を生かすことに努め，甲状腺関係2つ，内分泌外科

領域の専門医制度と教育方法，前立腺癌の内分泌治

療，内分泌外科領域における画像診断の計5つを企画い

たしました。いずれも活発な討論がなされ，会場全体

が熱気につつまれました。格別のご尽力をいただきま

した司会の先生とご講演の諸先生方に心からの感謝を

申し上げます。また，ポスター討論は，学会終盤で

あったにもかかわらず，聴衆が多く，ポスターが見え

ないほどの盛況裡に終えることができました。

末筆ですが，企画から準備，運営に至るまで，多く

の内分泌外科，泌尿器科らの先生方からも温かいご協

力とご支援を賜りました。この場をお借りして改めて

心から感謝申し上げます。私たちの不慣れさゆえに会

員の皆様には何かとご不便をおかけした点が数多く

あったと思いますが，何卒，ご容赦いただきたく存じ

ます。

次回は，2008年6月12日，13日に佐々木先生（東北大

学外科）を会長として，仙台で開催されます。来年も仙

台で皆様と再会できることを楽しみにしております。


